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５１２四川大地震こころのケア（心理援助） 

第１次活動報告 

（概要） 

日本心理臨床学会                 西南大学 

中国四川大地震こころのケア支援チーム         心理援助隊 
 

     

 

 JAPAN         CHINA 
 

活動期間：＜２００８．５．２６～６．１＞ 
 

                            日本心理臨床学会 
 

THE ASSOCIATION OF JAPANESE CLINICAL PSYCHOLOGY 

 

●支援チームの概要 

 

派遣先：中国 西南大学心理学院（重慶） 

訪問先：成都（中国心理学会・四川心理学会）・徳陽（西南大学ボランティアチーム） 

 

要 請：中国・西南大学 

要請者：中国・西南大学心理学院・院長・李紅教授 

 

派遣期間：2008年 5月 26日（月）～6月 1日（日） 計 7日間 
 

派遣メンバー 

 ○冨永 良喜（兵庫教育大学大学院・教授） 

  高橋 哲（芦屋心理生活研究所・所長） 

   小林 朋子（静岡大学・准教授） 

   吉   沅洪（広島市立大学・准教授） 
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翻訳チーム 

○吉 沅洪（広島市立大学・准教授）   于 咏：東海医療科学専門学校専任講師、臨床心理士 

張 磊：東京大学教育学研究科博士後期課程   黄 正国：広島大学教育学部 

李 欣曄：九州大学大学院人間環境学府   江 志遠：九州大学大学院人間環境学府 

鉄 拳：九州大学大学院人間環境学府   顧 佩霊：九州大学大学院人間環境学府 

葉 菁：九州大学大学院人間環境学府   韓 海錦：九州大学大学院人間環境学府 

穆 旭明：日本関西大学大学院社会学研究科博士後期課程 
方 琼：兵庫教育大学学校教育学部 

 

コーディネーター： 日本心理臨床学会・国際交流委員長 一丸藤太郎 

            日本心理臨床学会・支援プロジェクト委員会委員長 奥村茉莉子 

 

総責任者：日本心理臨床学会・理事長 鶴 光代 

 

● 活動概要 

第一次活動では、子どもたちを支援するために、①西南大学関係者（教員・大学院生・心理士・

医師など）への「災害後の心のケア研修」、②成都の心理専門職者への研修と意見交換、③被災

地（徳陽市）で活動している西南大学ボランティアチームへの研修・意見交換、を実施した。 

その結果、①心のケア（心理援助）のニーズが非常に高いこと、②日本の臨床心理士チームの

第二次の派遣を強く希望していること、③災害から３ヶ月以内が中長期支援の体制を組む上で重

要な時期と考えられること、④被災地での専門家・ボランティアの支援活動は、政府レベルの承

認がないとむつかしいこと、がわかった。 

以下に現地での活動内容について示す。 

 

・西南大学心理学院での研修会（2008･5･27～29）大学教員・心理士・大学院生・医師450名参加 

研修 1、2日目は、災害後の心理とケアの仕方、ストレスマネジメント法、心理教育とアセスメン
ト、時期に応じた支援、描画を用いた活動の留意点について研修を行った。研修 3日目はすでに心
のケアの活動を行っている中国人支援者の疑問点や不安な点についてアドバイスをし、適切な支

援を行えるよう、1日かけて質疑応答を行った。そこでは参加者から積極的な質問がなされた。
この西南大学で行った 3日間の研修には参加者が 450名を超え、災害後の心理援助を意欲的に学
ぼうとする姿勢がみられた。 

 
 
 
 
 
 
 

 




